
市
内

一
野
坪
の
五
農
高
前
の
 

か
れ
、
西
の
内
百
二
十
二
枚
の

水
田
で
二
月
五
日
、
「第
七
回
津
 

超
大
型
か
ら
西
の
内
二
十
枚
以

軽
大
凧
を
揚
げ

る
大
会
」
が
開
 

上
の
津
軽
凧
六
十
五
台
が
集
ま
 

り
、
大
空
で
の
舞
い
を
競
い
合
 

い
ま
し
た
。
 

同
大
会
は
、
津
軽
カ
イ
ト
ク
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「さあ～、俺たちの出番だ」 意気上がる参加者 

ラ
ブ

（
佐
藤
甚
弥
会
長
）
が
主

催
し
て
い
る
も
の
で
、
県
内
は

も
と
よ
り
遠
く
は
東
京
、
仙
台

の
日
本
凧
の
会
の
メ
ン
バ

ー
も
 

駆
け
つ
け
ま
し
た
。
 

一
」
 

こ
の
大
会
は
、
D
ク
ラ
ス

（
 

西
の
内
一
一
＋枚
以
上

）
か
ら
六

十
枚
以
上
の

A
ク
ラ
ス
ま
で
の

四
段
階
に
分
け
て
行

い
、「安
定

性
J
rう
な
り
」
「マ
ナ
ー
」
「伝
統

性
」
の
四

つ
を
審
査
基
準
に
、
 

津
軽
大
凧
の
日
本

一
を
競
い
合
 
一
一
 

い
ま
し
た
。
 

・
，
 

こ
の
日
は
、
青
空
が
広
が
る
 
『
一

好
天
に
恵
ま
れ
、
時
折
風
速
十
 

H
以
上
の
風
が
吹
く
中
で
、
参
 

》
 

加
者
は
D
ク
ラ
ス
か
ら
順
に
揚
 

げ
て
い
き
ま
し
た
。
 

「
 

十
人
が
か
り
で
持
ち
上
げ
た
 
一
 

西
の
内
六
十
枚
以
上

の
大
凧
が
 

風
に
乗
っ
て
揚
が
る
と
、
会
場
 

を
訪
れ
て
い
た
多
く
の
観
衆
か
 
ー
 

ら
は
驚
き
と
賞
賛

の
声
が
何
度
 

も
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。
 

・
・
 

l
津
軽
大

凧
を
揚
げ
る
大
会
開
か
れ

る
ー
 

津
軽

凧
●
大
空
で
舞

い
を
競
う
嬢
 

毎
号
と
じ
こ
ん
で
く
だ
さ
い
。
き
っ
と
お
役
に
立
ち
ま
す
。
 

平成元年 

,J松68 1 

市 民 憲 

・i』 わた＜したちの先人は、不暁不屈の五所川原 
':, 魂をもつてあらゆる困難を克服し新田を切り
ち開き、今日の活力に満ちた五所川原市を築き
＃ 上げました。 
・：． わた＜したちは、この伝統を継承し、広 

5 
:：い視野に立つて西北津軽の人マと協調 
： し、郷土の限りない発展を願って、こ 
1」，こに市民憲章を定めます。  

⑥心身ともに健康で、明るい家庭をつくります。 

⑨自然を大切にし、力を合わせて花と緑の美しいまちをつ＜ります。 

＠平和を愛し、きまりを守り、住みよいまちをつくります。 

⑨文化を尊び、生涯学習をもとに心豊かな人をつ＜ります。 

＠未来に夢を持ち、創意と実践により栄えゆ＜郷土をつ＜ります。 

章 （昭平1159年10月1日制定） 



図
声
防
夫
材
牽
夜
竹
セ

・
 

吠
雪
用
測
春
に
つ
い
て
 

，
誠
球
醗
態
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地
吹
雪
解
明
に
 

地
吹
雪
研
究
の
成
果
を
発
表
 

最
新
レ

ー
ダ
ー

導
入
 

ー
地
吹
雪
講
演
会
を開
く
轟
 

科
学
技
術
庁
国
立
防
災
科
学

技
術
セ
ン
タ
ー
で
は
、
六
十

一

年
度
か
ら
地
吹
雪
の
発
生
機
構

の
解
明
と
雪
害
防
止
技
術
の
開

発
を
め
ざ
し
、
市
内
毘
沙
門
地

区
で
冬
期
間
、
地
吹
雪
の
観
測

調
査
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
 

今
冬
か
ら
は
、
稲
垣
村
福
富

地
区
に
最
新
式
の
ド
ッ
プ
ラ

ー
 
 

レ
ー
ダ
ー
を
設
置
し
、
 一
月
一
一

士

1
1日
か
ら
一
一
十
九
日ま
で
観

測
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

同
レ
ー
ダ
ー
は
、
電
波
の
ド

ッ
プ
ー
フー
効
果
を
利
用
し
た
も

の
で
、
発
射
電
波
に
よ
り
雪
雲

を
は
じ
め
降
雪
粒
子
な
ど
の
動

き
を
空
中
線
の
振
幅
数
、
位
相

差
（
遠近
感
を
立
体
的
に
測
定
）
 
 

の
変
化
を
カ
ラ
ー
映
像
で
正
確

に
分
析
で
き
、
ア
ン
テ
ナ
直
径

二
H

、
四
＋
ギ
ロ
四
方
の
広
い

地
域
に
わ
た
る
高
度
二
万
旨
ま

で
の
観
測
が
可
能
な
気
象
レ
ー
 

ダ
ー
で
、
国
立
防
災
科
学
技
術

セ
ン
タ
ー
が
開
発
し
た
最
新
型

の
も
の
で
す
。
 

こ
れ
と
並
行
し
て
、
毘
沙
門

地
区
で
は
有
人
地
上
観
測
が
一

月
ニ
＋
四
日
か
ら
三
十
一
日
ま

で
行
わ
れ
、
地
吹
雪
時
の
地
上

付
近
の
気
象
条
件
、
地
吹
雪
に

よ
る
雪
の
輸
送
量
な
ど
が
測
定

さ
れ
ま
し
た
。
 

三
年
前
か
ら
始
め
ら
れ
た
地

上
観
測
と
併
せ
、
今
冬
か
ら
の

レ
ー
ダ
ー
観
測
、
低
層
ゾ
ン
デ
 

（
気
象観
測
用
気
球
）
の
打
ち

上
げ
と
こ
れ
ま
で
に
な
い
立
体

的
、
広
域
的
な
地
吹
雪
観
測
シ

ス
テ
ム
が
出
来
上
が
り
、
地
吹

雪
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
解
明
に
貴
重

な
デ
ー
タ
が
得
ら
れ
る
も
の
と

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

な
お
、
同
シ
ス
テ
ム
に
よ
る

調
査
は
平
成
三
年
ま
で
行
わ
れ

る
予
定
で
す
。
 

五
所
川
原
市
を
中
心
に
、
地

吹
雪
の
研
究
を
続
け
て
い
る
科

学
技
術
庁
国
立
防
災
科
学
技
術

セ
ン
タ
ー
の
研
究
貝
が

一
月
一
一

十
七
日
、
市
中
央
公
民
館
で
開

催
さ
れ
た
 
「地
吹
雪
講
演
会
」
 

に
お
い
て
、
そ
の
研
究
の
現
状

に
．つ
い
て
発
表
し
ま
し
た
。
 

講
演
会
は
、
津
軽
西
北
五
地

域
広
域
市
町
村
圏
協
議
会

（
会
 
 長

・
森
田
市
長
）
が
主
催
し
た

も
の
で
、
圏
域
各
市
町
村
の
企

画
・
除
排
雪
担
当
職
貝
な
ど
約

四
＋
人
が
出
席
し
、
熱
心
に
聴

き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
 

講
演
に
先
立
ち
高
橋
博
国
立

防
災
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー
所
長

が
「
当
地
域
で
観
測
を
続
け
て

い
る
研
究
は
、
今
後
の
地
吹
雪

の
対
策
を
は
か
る
う
え
で
の
基
 
 

礎
と
な
る
成
果
が
得
ら
れ
る
も

の
と
思
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に

新
し
い
観
測
機
器
を
導
入
し
、
 

地
吹
雪
発
生
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の

解
明
に
努
力
し
た
い
」
 
とあ
い

さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。
 

講
演
会
で
は
、
初
め
に
同
セ

ン
タ
ー
新
庄
雪
氷
防
災
研
究
支

所
の
佐
藤
威
研
究
貝
が
 
「日
本

に
お
け
る
吹
雪
の
研
究
」
と
題

し
、
日
本
の
研
究
の
歴
史
や
最

近
の
研
究
動
向
を
講
演
。
 

続
い
て
同
支
所
の
佐
藤
篤
司
 

、
王
任研
究
官
は
、「津
軽
平
野
に

お
け
る
吹
雪
と
気
象
の
観
測
」
 

と
題
し
、
毘
沙
門
地
区
に
お
け

る
過
去
二
か
年
の
観
測
の
結
果

を
報
告
し
ま
し
た
。
 

ま
た
、
東
浦
将
夫
同
支
所
雪

氷
防
災
第
二
研
究
室
長
が
「
国

立
防
災
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー
の

地
吹
雪
研
究
」
 
に
つ
いて
講
演

し
、
最
後
に
木
村
忠
志
新
庄
支

所
長
が
 
「吹
雪
用
測
器
に
つ
い

て
」
解
説
し
講
演
会
を
終
了
し

ま
し
た
。
 

初めて導入された最新式ドップラーレー 

地吹雪研究について報告する研究員 

,
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育
成
協
議
会
委
員
を
委
嘱
，
 「百

姓
の
集
い
」
開
か
れ
る
 

ー
こ
れ
か
ら
の
農
業
に
つ
い
て
意
見
交
換

ー
 

市
で
は
一
月
二
十
八
日
、
市

長
公
室
で
林
業
振
興
地
域
育
成

協
議
会
委
員
十
七
人
の
委
嘱
状

交
付
式
及
び
組
織
会
を
行
い
ま

し
た
。
 

林
業
振
興
地
域
育
成
協
議
会

は
、
地
域
林
業
の
総
合
的
な
整

備
育
成
を
図
る
た
め
、
林
業
振

興
整
備
計
画
の
策
定
、
整
備
計

画
に
基
づ
く
事
業
の
実
施
等
に

関
す
る
重
要
事
項
を
協
議
し
て

い
た
だ
く
た
め
に
設
置
し
た
も

の
で
す
。
 

交
付
式
で
は
森
田
市
長
が
「
 

当
市
は
昨
年
八
月
に
林
業
振
興
 
 

地
域
指
定
を
受
け
、
緑
に
囲
ま

れ
た
故
郷
づ
く
り
計
画
を
策
定

中
で
す
。
こ
の
計
画
に
皆
さ
ん

の
貴
重
な
経
験
や
ご
意
見
を
お

願
い
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
を

述
べ
ま
し
た
。
 

引
き
続
き
、
組
織
会
を
開
催

し
、
役
員
を
決
め
ま
し
た
。
 

今
回
、
市
が
委
嘱
し
た
方
々

は
次
の
と
お
り
で
、
任
期
は
一
一
 

年
で
す
。
 

（
敬
称
略）
 

⑥
会
長
 
平
山
誠
敏
（
学
識
経

験
者
）
 

⑥
副
会
長
 
外
崎
富
保

（
原子
 

・

羽
野
木
沢

・
俵
元
財
産
区
 
 

議
長
）
、三
浦

一
正

（
飯
詰
部

分
林
組
合
長
）
 

⑥
委
員
 

〇
福
永
純
久
（
金
木営
林
署
長
）
 

o
其
田
実
美

（
北
地方
農
林
事

務
所
長
）
 

〇
中
野
緊
司

（
北
津
軽
森
林
組

合
長
）
 

〇
中
谷
惣
四
郎

（
市
農協
組
合

長
）
 

〇
泉
谷
正
志

（
市
農
業
委員
会

長
）
 

〇
土
岐
美
智
明
（
野
里
財
産
区

議
長
）
 

〇
松
野
繁
春

（
神
山財
産
区
議

長
）
 

〇
中
川
定
雄

（
松
野
木財
産
区

議
長
）
 

〇
片
岡
重
義

（戸
沢
財
産
区
議

長
）
 

〇
新
谷
武

一
 （
前田
野
目
財
産

区
議
長
）
 

〇
小
笠
原
豊
秋

（
持
子
沢
財産

区
議
長
）
 

〇
斎
藤
鉄
四
郎

（
前
田野
目
部

分
林
組
合
長
）
 

〇
春
藤
正
輝

（
学
識
経
験
者）
 

〇
前
田
堅

（
学
識
経験
者
）
 

「百
姓
の
集
い
」
 
と銘
打
っ

た
農
業
者
達
の
集
り
が
二
月
三
 

・

四
の
両
日
、
 コ
ミ
ュ
 ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
栄
で
開
か
れ
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
日
ご
ろ
考
え
て
い

る
こ
と
や
自
ら
開
発
し
た
技
術
、
 

今
後
の
農
業
経
営
の
あ
り
方
等

に
つ
い
て
自
由
に
語
り
合
い
、
 

農
業
に
生
き
る
者
同
志
の
つ
な
 
 

が
り
を
深
め
よ
う
と
、
五
所
川

原
地
区
農
業
経
営
士
・
青
年
農

業
士
会

（
境
谷博
顕
会
長
）
と

五
所
川
原
地
区
農
業
改
良
普
及

所
が
主
催
し
た
も
の
で
、
今
年

で
四
回
目
と
な
り
、
津
軽
地
域

か
ら
約
四
十
人
の
“
お
百
姓
さ

ん
4
が
参
加
し
ま
し
た
。
 

初
日
は
、
ま
ず
主
催
者
を
代
 
 

表
し
て
境
谷
会
長
か
「
青
森
県

の
農
業
発
展
の
た
め
に
、
我
々

農
家
の
あ
り
方
を
原
点
に
か
え

っ
て
日
ご
ろ
考
え
て
い
る
こ
と

を
思
い
っ
き
り
語
り
合
っ
て
い

き
た
い
」
 
と
あ
いさ
つ
を
述
べ

ま
し
た
。
 

引
き
続
き
、
森
田
市
長
が
「
 

皆
さ
ん
の
活
力
が
、
こ
の
集
い

を
契
機
と
し
て
津
軽
の
新
し
い

農
業
の
さ
き
が
け
と
な
る
よ
う

期
待
し
ま
す
」
と
激
励
の
こ
と

ば
を
述
べ
ま
し
た
。
 

そ
の
後
、
三
上
光
男
七
和
農

協
組
合
長
の
「
こ
れ
か
ら
の
農

家
と
農
協
の
進
む
道
」
と
題
し

た
講
演
が
行
わ
れ
、
続
い
て
「
 

市
内
三
農
協
組
合
長
と
参
加
者

と
の
意
見
交
換
」
「参
加
者
全
員

に
よ
る
一
言
発
言
」
と
参
加
者

が
持
ち
寄
っ
た
酒
と
肴
の
味
覚

に
よ
る
「
意
見
交
換
会
」
な
ど
、
 

深
夜
ま
で
思
う
存
分
語
り
合
い

ま
し
た
。
 

二
日
目
は
、
前
日
の
ま
と
め

と
次
回
の
開
催
要
項
な
ど
を
決

め
、
全
日
程
を
終
了
し
ま
し
た
。
 

川
市
林業
振
興
地
域
 委嘱状交付式 

「百姓の集い」 であいさつを述べる森田市長 
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熱交通安塗蕪難曹 (8) 

雁週は危険がて1っt』泊 ―五所川原警察署― 

奉媛鷺リましよう 

久きi奈見 

ト車の尻振り、横滑りを招＜、急ブレーキ、 

急ハンドル、急加速はやめましよう。 
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※ 雪道は日陰、日向など場所的

な条件や時間帯によつて、刻マ

と路面の状態がかわります。雪

がないと思っても路面が凍つて

いる場合が多いので、スピード

は常に控えめにしまレよう。 

トカーブの手前では余裕をもって減速しまし

よう。 

ト吹雪×つ大雪のときは、昼間でもライトを点

灯し、確実に徐行しましよう。 

ト歩行者の側方を通過するときは、 

スピードを落とし、安全な間 

隔を保ちましよう。 

市
の
人

口
増
加
へ
 

県
統
計
課
で
は
二
月
二
日
、
 

昭
和
六
十
三
年
の
人
口
移
動
状

況

（
速
報
）
を
発
表
しま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
去
る
一
月
一
日
現

在
の
推
計
人
口
を
昨
年
同
日
と

比
較
し
た
も
の
で
、
県
内
六
十

七
市
町
村
の
中
で
七
市
町
村
だ

け
人
口
が
増
加
し
た
も
の
。
 

当
市
は
、
八
戸
市
に
次
ぐ
四
 

去
る
二
月
五
日
、
市
民
体
育

館
を
会
場
に
「
第
七
回
市
内
小

学
校
な
わ
と
び
大
会
」
 
が
、市

内
の
小
学
校
十三
校
か
ら
児
童
 
 

百
六
＋
五
人
の
増
加
で
、
人
口

は
四
万
九
千
三
十
五
人
と
な
り
、
 

さ
ら
に
伸
び
率
は
八
戸
市

（
〇

二
ー
ニ
パー
セ
ン
ト
）
を
大
き

く
上
回
る
〇
・
九
六
パ

ー
セ
ン

ト
を
示
し
て
お
り
ま
す
。
 

人
口
増
加
の
最
大
の
要
因
は
、
 

当
市
が
重
点
施
策
と
し
て
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
き
た
企
業
誘
 

約
八
百
人
が
参
加
し
て
開
か
れ

ま
し
た
。
 

同
大
会
は
、
冬
期
間
の
子
ど

も
達
が
家
の
中
に
と
じ
こ
も
り
 
 

致
や
地
場
産
業
の
育
成
な
ど
に

よ
っ
て
雇
用
の
場
が
拡
大
さ
れ

た
成
果
が
あ
ら
わ
れ
は
じ
め
た

も
の
と
考
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
 

市
で
は
今
後
と
も
一
層
企
業

誘
致
や
地
場
産
業
の
育
成
な
ど

に
よ
り
雇
用
の
場
の
確
保
、
拡

大
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
 

運
動
不
足
に
な
り
が
ち
で
、
一
」
 

れ
を
解
消
す
る
た
め
、
気
軽
に

で
き
る
「
な
わ
と
び
運
動
」
を

行
い
、
体
力
の
向
上
と
健
康
の

増
進
を
図
る
と
と
も
に
、
な
わ

と
び
に
対
す
る
興
味
と
意
欲
を

高
め
生
涯
体
育
と
し
て
身
に
つ

け
さ
せ
る
こ
と
を目
的
に
市
教

育
委
貝
会
が
主
催
し
て
い
る
も

の
で
、
今
回
で
七
回
目
に
な
り

ま
す
。
 

参
加
し
た
児
童
は
、
日
ご
ろ

の
練
習
の
成
果
を
＋
分
に
発
揮

し
、「ニ
重
と
び
」
「時
間
と
び
」
「
 

チ
ャ
レ
ン
ジ
・
タ
イ
ム
」
 
な
ど

に
意
欲
的
に
挑
戦
し
て
い
ま
し

た
。
 

意欲的に「なわとてJ与をする子ども達 

＆
「一
 
七
回
リ
市内
小

学
校

な
わ

と
び
大
会
 

〕
。
。ロO
中

一・
ー
 
り
心
ウO
心
。
必
 

応
“88
“
器
器
器8
33
8器
8s器
器
3
8凸
十
」
「
校

約

柳
人
参

加
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交通災害共済受付中 ー年額350円ー 
麟響「 家族そろって加入しましょう 

現在加入されている方は、 3 月31日で共済其月

間が満期になりますので、早めに市民課（交通

防犯対策室） または各支所へ申し込みください 

特に、お年寄りや幼児の交通事故が増加して

いますので、 まだ加入されていない方もご家族

そろって加入されるようおすすめします。 

レ加入で・きる人一五所川原市に住民登録をさ tL 

ている方 

ン共済会費・期間ー年額350円（共済期間の途中

で加入する場合も同額です。） 

」増斉期間は、毎年 4 月 1 日から始まり翌年の 

3 月31日で・終わります。 （途中で’加入される

人は、加入の日から 3 月31日までとなります） 

＞その他一小・中学校の児童生徒については、 

各学校を通じて受付けをしています。保育所、 

職場、町内会、各種グループなど20人以上が

加入される場合は、団体の取り扱いをします。 

〇共済見舞金の額 
災  害  の 程 I変 等級 金 	額 

死 亡 し た 場 合 1 80(), 000円 

実治療 日 数 

180日以上で 

入院180日 
以上を含む 

2 150,000円 

入院 9 0 日 
以上180日 
未満を含む 

3 130,000円 

入院90日未満 
又は入院なき 
ものを含む 

4 110,000円 

実 治療 日 数 

90 	日 以 上 

180日 未満で 

入以
 
院

上
 

9
左
」
 

0含
 
日

む
  

5 80,000円 

入院90日未満 
又は入院なき 
ものを含む 

6 60,000円 

実治療日数60日以上90日未満 7 45,000円 

実治療日数30日以上60日未満 8 35,000円 

実治療日数10日以上30日未満 9 25,000円 

実 治療 日 数 10 日 未満 10 15,000円 

愛の手を世界に広げる赤十字にご協力を 
日本赤＋字社は、事業の趣旨に協賛する社員 

の拠出金と寄イ寸金によってまかなわれています。 

本年も 2 月 1 日から、県内一斉に社員Qけ曽強 

運動がはじまりました。 

皆さんのご家庭に奉仕者がお伺いしますので、 

1世帯1人は社員になり赤十字事業にご協力を 

お願いします。 

く社員の種別と社費納入要領〉 

①普通社員一毎年500円以上 

②銀色特別社員一毎年1,000円以上 

③金色特別社員ー毎年3,000円以上 

((2）から（③）への昇格は毎年2,000円以上） 

④有刀J章／銀色有功章一一時に200,000円以上 

、金色有功章 一時に500,000円以上 

(3年以内の分納でもよい） 

⑤500円未満の場合は、1 年限りの寄付金とな‘)  

ます。 

く主な事業〉 

①災害救護（救護班の派遣、救護金の募集と配 

分、救護資材の整備等） 

②血液事業（血液センターの経‘営、献血者の処 

遇と表彰、献血‘思想の普及等） 

③三つの講習一救急法・家庭看言蔓法・水上安全 

法の普及（事故者・急病人の応急手当等） 

④赤十字奉仕団の育成（奉仕団組織活動の強化、 , 
分団組織拡大等） 

⑤青少年赤十字の育成（研究指定校の委嘱及ひ、 

地域活動推進等） 

⑥国際援護活動（災害、紛争等の難民の救護、 

発展途上国への援助等） 

ン問い合わせ先 市福祉事務所庶務係（雪国）21 

11番内線 2 8 6 番）へどうぞ。 

五所川原おやこ劇場 ー例会ご案内 
（つ 「発進せよノUFO ミュージックB 0 X」 

ン日時 3 月19日（日）午後 1時30分、から 

レ場所 市民文化会館 

〇 「突然の陽ざし」（劇団風の子つ 

（小学校高学年および中・高校生対象作品） 

＞日時 6 月 3 日仕）午後 6 時30分・から 

＞場所 市民文化会館 

③会員募集 

レ会費 入会金100円、会費月800円（前納制） 

ン参加資格 誰でも、いつでも入会できます。 

ン申し込み及び間い合わせ先 

事務局（市内本町東奥日報社ビル 4 階”国)2 1 

70番）へどうぞ。 
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消費税が 
4月からスタートします 
4 月 1 日から新しく消費税がスタートします

この消費税は、商品やサービスの売上げにか

かる間接税で、税金分は価格に上乗せされ、最

終的に消費者が負担します。 

なお、消費者が負担した税金の納付は製造、 

卸、小売の各事業者が行うことになっています。 

そのため事業者の方には、消費税の仕組みは

もちろんのこと、納税事務の手続きをいち早く

知っていただく必要があります。 

税務署では、消費税についてのいろいろな疑

間に答えるため、事業者の方に対一して説明会を

開催したり、詳しいノぐンフレッ トを用意してし、 

r ますので、ぜひご利用ください。 

G) 肖費税に係る脱明会 

ン日時 3 月22日（水）午後 1時から 

ン場所 市中央公民館 

＞対象者 一般事業者等 

※詳しいことは、 五所川原税務署（廿②3138番） 

へどうぞ。 

平成元年度奨学生を募集 
ー（財）五所川原市教育振興会ー 

教育振興会で1よ、次の要領により平成元年度 

の奨学生を募集します。 

希望する人は、在学している学校を経て市教 

育委員会総務課へお申し込みください。 

＞申し込み期限 2 月28日まで 

レ応募資格 次のすべてに該当する人とします。 

①平成元年 4 月に高等学校または大学に入学志 

r 望の人 
②人物、学業ともに優秀で、かつ健康であるか 

著しく学資の支弁が困難と認められる人 

③市内に在住している人 

④過去 3 か年の全教科の平均成績が3.5点（ 5 段 

階評価）以上の人 

ン貸与金額 

①高等学校一公、私立とも入学料および授業料 

相当額（在学期間） 

②大学一公、私立とも入学支度金として40万円 

限度 

ン返還方法 

①高等学校一卒業の翌年から、奨学金を受けた 

期間の倍の期間以内。 

②大学一卒業の翌月から 6 か月経過後、就学期 

間の倍の期間以内。 

※なお、詳しくは市教育委貝会総；務課（廿麟）2 1 

11番内線 2 93 番）へどうぞ。 

平成元年度 

市●県民税の申告相談 
税の止確を刃」するため、」るず申告してくノごさ 

るようお願いします。 

会場は次のとおりです。 

地
区
 

月 	日 曜
  

対 象 区 域 時 	間 相談会場 

栄
  

（
ノ】
 
。
／]
 
n
ノ。
  

っ
］
。
乙
 

っ
。
 

 

5
7

8
  

.
 

.
 

.
 
 

土
月
火
 

みどリ町 
稲実・姥庖 

七ッ館・広田 

9 20- 
15:00 

コミュニ
フ一イ 
センター 
さかえ 

毘
沙
門
  

3・1 

3 ・ 2 

水
 
木
 

毘沙門 

長富 

9:20- 
is:oo 

門
コ
テ
タ

沙
富
ニ
ン

毘
長
ュ
セ

一
ミ
イ
一
 長

 
橋
 

り
。
 

ハ
くu
 
n
、
リ
  

3
6
7
  

.
 

.
 

.
 
 

金

月
火
 

野里・豊成・福山 
戸沢・松野木 

浅井・神山 

9:20- 
15:00 

コミュニ
フ一イ 
セン夕ー 

長橋 

本
  

I
 
-
J
 

 

3・8 水
  

寺町・川端町・小曲 
長橋橋元・新宮町・ 
新宮岡田・新宮松元 

9:00- 
15:00 

市民文化

会館 

3 ・ 9 木
  

新町・柳町・栄町・
田町・八重菊・不魚

住・錦町 

3・10 金
  

幾世森・柏原町・鎌
谷町・一ッ谷・鳥森

下り枝・弥生町‘布
屋町・幾島町 

3 ・13 日
”
 
 

末広町・上平井町・
中平井町・元町・蓮

沼・平和町・旭町・
雛田・敷島町・蘇鉄 

3・14 火
  

岩木町・芭蕉・東町
本町・大町・田川・

若葉 

3 ・15 水
  

松島町・下平井町・
湊・湊団地 

※申告書は、申登誹目談会場に備えイ寸けしてあり

七 十 

新ダイ予で、出発進行、 
ー JR五所川原駅― 

.1 R 東日本で-'よ、 3 月11日からダイーヤ改正を

実施します。 

五能線では、東能代直通列車を 2 往復新設し

ました。 

五所川原‘駅関係の発車時刻の改正は下記のと

おりーです。 

上り（鯵ケ沢方面） 下り（川部方面） 

※ 10 :06 ( 	9:30 ) 14 :56 (14 :48 ) 
※16 :03 (15 :33 ) 15 :27 (15 :30 ) 

17 :13 (17 :09 ) 16 :32 (16 :26 ) 
18 :24 (18 :22 ) 18 :24 (18 :22 ) 
19 :01 (18 :59 ) 20 :20 (20 :16 ) 
21 :01 (20 :57 ) 

( ）内は改正前の時刻。※印は東能代直通列車 
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新受入 書 
	

―市立図書館― 

書 	名 著 名 名 I片 	名 著 者 名 

「
 

 だ
 
か
 
ニ
 
ュ
 

ス面
 
は
白
 

木村 太郎 生きる歓び 田村 隆一 

心中考 大原健士郎 人間のいとなみ 青野 	聴 

痛恨の昭和 石川 光陽 幽霊湖畔 赤川 次郎 

エネルギ―の 
政治経済学ニ 大橋 忠彦 奇跡の男 泡坂 妻夫 

ちよっと知らないだ
けで貧乏する 海江田万里 武家女夫録 安西 篤子 

世界で稼ぐ 邸 	永漢 雨 
の
 
日
 

に
車
 
は
を
 
み
 
が
 
て
 

五木 寛之 

なにが愛なのか 山ロ 洋子 くねり坂 、っ
 
っ

み
宮
 
土
 
里
 

ノートや鉛筆が 
学校を変えた 佐藤 秀夫 フアースト・レデイ 遠藤 周作 

プッッンママ物語 鈴木みち子 キルプの軍団 大江健三郎 

イワナのあくび 河村 宗郎 幻山秘宝剣 菊地 秀行 

病気知らずの 
積極育児 山森 	勲 白色の残像 坂本 光一 

暮らしの放射線学 市川 龍資 凪の光景 佐藤 愛子 

0
 
L
 

 
の
お
 

一
 

 し
 
や
 
れ
 
ノ
 

Lー
 
 

大橋 	歩 月宮の人 杉本 苑子 

日本農業の 
1虫自性とは何カ・ 清水 	浩 窓辺の猫 原田 康子 

農家の父より息子へ 山下 惣一 たそがれ清兵衛 藤沢 周平 

ハイタク奮戦記 加川 光義 樹影諏 丸谷 才一 

聖獣伝説 講 談 社 トノぐーズ 村上 	龍 

暮らしの器 朝日新聞社 望 	郷 森 	瑠子 

日本の挽歌 富山 治夫 黄 のべルリン 連城二紀彦 

農業年金に 
ぜひ加入を 

農業者年金に加入できる資格があるのに加

入していない方」 はいませんか。 

農業者年金は、老後の安定のために大変有利

な制度て“す。 

国民年金に加入している方で、20オ」』丈上から

加入できます。 

早一く加入するほど年金額は多くなります。 

農業者年金の加入手続き、内容等の詳しいこ

とは最寄りの農業協同組合、農業委員会（か⑩ 

2111番内線 2 2 9 番）へお気軽にこ才目診乏くださ 

し、 

第7回 
西北五ジャイアント・スラローム 

神山大会 
ン日日寺 2 月26 HaD午前 9 時から 

ン場所 辛片1はF2、キー」易 

(lI嘩玉フラワーセンター内） 

ン申し込み締切 2 月18H(ftil三午まてい 

※ IIlし jかみや詳しいことは、大会事務局（ 

市内布I量町 55・西北スポーツ内費西う7845 

番）／、どうぞ。 

ひな祭り料理教室 
受講生募集 

衝りく婦人（7）家では、ひな祭リ1斗理教室を開催 

します。 

多数の受講をお待ちしています。 

レ受講資格 市内に住所または勤務先を有する 

ご婦人 

レ日時 2 月22日（加午前l0時～午後 1時 

2 月23 日（オ9zF後 6 時30分～ 9 日寺 

のどちらか希望の日 

）受講料 無料（材料費1,000円） 

ン募集人員 20名 

ン申し込み締切 2 月21日（幻正午 

※申し込み及び問い合わせ先 

1動く婦人の篇ミ（か妥D8898 番）へ、どうぞ、 

年金住宅融資申込受付中 
(63年度第4回） 

ン利用で、きる方一厚生年金保険に加入している

方で、加入期間が 3 年以上ある方。 

レ資金の使途一新築住宅、マンション、建売住

宅購入資金で、居住面積220m生ぐ下のもの。 

住宅改良は居住面積4OmJI上のもの。 

ン融資金額ー所要資金の80% J丈内で”、加入期間

などにより最高1,620万円まで、 

ン融資利率一年4.70% (-i投貸ィ寸） 〔昭和63年 

12月30日現在〕 

ン返済期間-5年から35年まで「ステップ返済」 

も利用できます。 

ン申込受付期間一 3 月10日まで’。 

詳しいことは、県保険課・県厚生年金勤労者

住宅協会（廿0177⑩2077番）へお間い合・わせく

ださい。 

野菜づくり講演会 
市野菜研究会では、「もうかる野菜づく リ」 の 

ための講演会を開催します。 

関心のある方はご参加ください。 

ン日時 2 月28日（幻午後 1日寺～ 3 日寺 

ン場所 市中央公民館 

ン参加資格 野菜づく りに関心のある方であれー 

ば誰でも参加できます。 

ン受講料 無料ー 

レ内容 講演 「もうかる野菜づく り」 

講師 県農業試験場 大場貞信氏 

レ日時 

1 

, 
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「ふるさと創生事業」の 

アイデア募集 
国が全国各市町村に一律 1億円を交付するこ

とで、話題を明2んでいる 「』1るさと創生事業」 

が今春からスタートします。 

同事業は、国が各市町村の自主的・主体的な

地域づく りの取組みを支援し、潤いのあるまち

づく りの起爆剤になることを期待しているもの

で’す。 

司デでは、地域の特性を生かした 「．s、るさと創

生」にふさわしい事業のアイデアを広く市民から

募集することになりました。 

奮ってご応募ください。 

r ＞応募方法 （I）住所②氏名③年齢〈④）職業⑤電話

番号⑥事業の内容（2）事業の効果等 

（なるべく詳しく） をこご記入くノご

さい。 

ン締切日 3 月15日（水）必、着のこと。 

ン間い合わせ及び応募先 

五所川原市字岩木町12 五所川原市役所内

総務部秘書企画課企画室（廿⑩21 11番内線 

3 1 8 ・3 1 9 番） 

火災情報は 

容34一2323番 
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3月の保健センター「相談日」 
ン日時 3 月 3 ・10・17・24・31日 （毎週金曜

日）の午前10時～午後 3 日寺 

＞内容 保健婦が血圧の測定や尿検査を含めた

健康相談に応じます。赤ちゃんからお年寄り

まで、お気軽にどうぞ。 

乳幼児の健康診査 
ン場所 市保健センター 

ン受付時間 12:45-13:00 

レ持参するもの 母子健康手帳、バスタオル。 

3 歳児は尿検査も行いますので、当日小ビン

に尿を入れてもってきてください。 

※注意 ① 6 カ月児健康相談の際に、神経芽細

胞腫（小児がん）の検査セッ トを配付ーしますが

当日つごうで来れない場合は、母子健康手帳を

もって衛生課窓口にセッ トをもらいにきてく fご

さい。 （ただし生後 6 カ月、7 カ月児に限る）。 

②病気療養中（特に伝染性の病気）のお子さん

はご遠慮ください。 

I」 	令 対 象 児 期 日 内 容 

3 カ 月 児 S 63年11月生 3 月14日伏」 健康診査 

6 力 月 児 S63年 8 月生 3 月22日困 健康相談 

1 	歳 児 S63年 2 月生 3 月27日（月） 健康相談 

1歳6力月児 S62年 9 月生 3 月28日（刃 健康診査 

3 	歳 児 (
b
 
<
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年
し
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生
 

 

3 月16日困 健康診査 

子宮がん検診 
市では、 先に子宮がん集団検診を実施しまし 

たが、受診できなかった方のために次のとおり 

子宮がん検診を実施することになりました。 

レ対象者 市内に居住する30歳以上の婦人 

レ実施期間 2 月28日まてニ・ 

レ受診方法 lt:Ic7片旨定する産婦人科の窓口で申 

し込みと同時に受靖今してくださし、 

ン持参するもの 健康保険証 

ン受診料 1 ,000円（たノごし、五所川原市国民健 

康保険加入者は400R。 また、70歳以

上の方、生活保護世帯、市民税非課

税世帯の方は無料一申し込みの際証

明書を提出してください。） 

産婦人科医院

産婦人科医院 

※上記についてのお間い合わせは、市衛生課（ 

費亘ら）乞111番内線 26 8 、2 7 2 番）へどうぞ。 

~ 
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